
スマート農業技術の開発・実証プロジェクト 

「加工キャベツを導入した大型畑作経営でのスマート農業技術（鳥獣害も含む）の低コス

ト化を目指したマシーネンリングの検証」 

令和３年度現地検討会 開催要領 

主催：鹿追町スマート農業実証コンソーシアム 
１． 主 旨  

スマート農業技術実証プロジェクトで、今回キャベツの自動収穫機等のスマート農業技術を

低コストで行うための現地実証を進めているところです。 
今回は、キャベツの自動収穫機（立命館大・東大・オサダ農機中心に開発された収穫機）

が現地で実用化に向けた実証を行っている状況とコンソーシアム全体の取組みについて説明

を行い、生産者及び各関係機関に知って頂き、普及を加速することを目的として開催を企画

しましたので多くのご参加をお願いいたします。 
しかし新型コロナの感染が拡大している状況の中での開催ですので、大変残念なのですが

開催方法はリモート開催といたしますのですのでご容赦ください。 
なお、リモートで開催の開催になりますので、参加に必要な URL とパスワードを送るた

めに、申込書に必ずメールアドレスを記入お願い致します。  
 

２． 開 催 日 時 
令和 3 年 9 月 30 日（木）  １３：００～１５：３０ 
 

３． 開 催 場 所 
リモートによる開催 
（招待 URL については後日出席の方へメールでお知らせします。） 
 

４． 内容・議題（予定） 
13：00～          開会 
13：00～13：05   主催者挨拶（農研機構） 
13：05～13：10   来賓あいさつ（農林水産省） 
13：10～14：10   コンソーシアム取組みの説明 
14：10～14：25   キャベツ自動収穫体系の説明（東大、立命館大学） 
14：25～15：00   キャベツ自動収穫体系の実演中継 
15：00～15：15   キャベツ自動収穫体系についての質疑・応答 
15：15～15：30   全体の質疑応答 
15：30        閉会挨拶  

   
４．参 集 範 囲 
農林水産省関係者、プログラムオフィサー他プロジェクト関係者、農研機構関係者、課

題担当者、連携協力機関、生産者、農協関係者、農業関係者、報道関係者、その他研究

代表者が必要と認める者  
 


